
          THE SERVICE CLUB FOR THE YMCAs CHARTERED IN 2010 

長野ワイズメンズクラブ 会報 

２０１７年 

 

 ９月 第８２号 

THE Y’S MEN’S CLUB OF NAGANO 

        AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS 

201７～201８年度主題 

 国 際 会 長 主 題「国境なき友情」“Fellowship across the Borders” 

 ア ジ ア 会 長 主 題「ワイズ運動を尊重しよう」“Respect Y⁷s Movement” 

 東 日 本 区 理 事 主 題「広げよう ワイズの仲間」 

  あ ず さ 部 部 長 主 題「楽しもうよ 仲間とともに」 

  長野クラブ会長 「今できることをなんとかやってみよう」 
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そして皆さんのお考えを聞かせてください。 

 

  

 

 

 

    

  

 

 

  

 

 

 

                              

 

 

８月データ 

在籍会員   １４名  

例会出席者   ７名 例会出席率 ５０％ 

（メイキャップ・メネット含む） 

ゲスト    ２名 

会長  森本俊子 

副会長  福島貴和 

書記    小林美彦 

会計  倉石美津子 

監査  塩入 隆 

ブリテン  小林美彦、堀内雅俊 

担当主事  露木淳司 

 

 

 

       ９月 例会案内  

         

 日 時  2017 年 ９ 月 ２ ０ 日 （ 水 ）

6:30pm~8:30pm 

会場 レストランやま  司会 福島 Y’s 

１．開会点鐘              会長 

２．ワイズソング、ワイズの信条 

３．今月の仏句          福島Y’s 

４．会長あいさつ          会長 

５．ゲスト紹介           会長 

６、報告、確認など     小林 Y’s ほか 

７．ワイズディナー     自由トーク 

                     

８．ハッピーバースデー 倉石 Y’s  9.1 

森本 Y’s  9.21   

９．ＹＭＣＡのうた 

１０． 閉会点鐘          会長                                 

     

 

          

    

文化のギャップ 森本俊子 

 福島ワイズが関わっておられる「聖地の子どもを支える会」の活

動報告書には、昨年度の長野での活動報告が詳しく載っています。

その中に私が特に驚いた記述がありました。この会の理事田制さん

が、宿泊受け入れ先の玄証院の畳を汚さないために、玄関でメンバ

ーの足をあらってあげたというエピソードです。今時大人の男性の

あしをあらってあげるなんてなんだかとても親切なような異様な印

象さえ感じました。もっともそのあとにイスラエル軍の現役兵士の

その青年とパレスチナから参加した青年の親しく交わっている姿を

見て嬉しかったという記述があったのですが、8 月例会の折、今年の

参加者たちのことで福島ワイズが「足を洗わない人が多くて困った」

とか「女性に触られるのが苦手のメンバーがいた」と話されました。

「文化的な違いがかなりあって・・・」とも話しておられました。私

たちはよかれと思って何かをするとき相手がそれを不快に感じるこ

とに気づかない時があります。国際競技大会の時ボランティアが英

語を話さない国の方に英語で一方的に通訳しようとして相手が困惑

していたという話もききました。日本の中でさえそうした行き違い

に出くわすこともあるのですから、国境を越えて、良かれと行動す

ることにも慎重さが大切だとつくづく感じました。 

 ワイズの活動も他クラブとの交流を大切にしていますが、様々な

価値観や活動の仕方を知るよい機会と受け止めて、ゆっくり歩んで

行きたいと思います。 

 

  

 

 

  

 

 

      

 今月の仏句 

 「仏教、本当の教え」  （植木雅俊 P44）                  福島貴和 

 仏教は通力や、おまじない、占い、超能力、呪術的な医療、呪術的祭式、儀式偏重などすべてを否定していた。

重視すべきことは、「あるがままの真実に即した道理」であり、普遍的な真理としての法(dharma、真理)であっ

た。その「法」を自らに体現し、「真の自己」に目覚めることこそが仏教の目指したことであった。 

 

  

 

福島貴和 

 

     既送 

例会のご案内 

毎月第３水曜日 （９月は２０日） 

１８時３０分から２０時３０分 

ところ レストラン やま 

連絡先 会長または書記へ 

tokoton921@gmail.com（森本会長） 

f69a9n@bma.biglobe.ne.jp（小林書記） 

 

 

mailto:f69a9n@bma.biglobe.ne.jp


 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

    

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月の例会報告 

 

出席者 岩田幸雄、倉石美津子、小林美彦、小林晶子（メネット）福島貴和、堀内雅俊、森本

俊子、 

ゲスト（キャンディデイト）金子真弓さん、土屋龍一郎さん 

納涼例会なので、屋上でビアパーティーを予定しましたが天候の都合で梅の間で開催しまし

た。会長挨拶とゲスト紹介。ゲストに金子真弓さんというぐるりん号のバスの運転手さんが

きてくださいました。次に、福島さんが先日の聖地の子ども達に平和をというイベントで来

日したイスラエル、パレスチナの青年たちをホームステイさせて感じた文化の違い＝埋めづ

らい様々な問題点はじめ裏話あれこれを話してくださった。また、小林さんが、今後予定す

るユニバーサルサポーターズクラブの活動計画を話されるなど、さまざまなお話を伺えて楽

しい例会でした。一階梅の間に代わってしましましたが、そのおかげでかえってお話が聞き

やすかったかもしれません。 

加えて、富士五湖クラブ主催の富士山例会が開かれる予定が報告さました。会長から、「行け

ても 9月 30日日帰りになりますが、5合目の佐藤小屋までは行ってきたいと思っています。

皆さんぜひお申し込みください。とりあえず、森本宛に希望を言っていただくのがいいです

が、直接申込書で申し込んでいただいても結構です」とのことでした。 

15年つづいた 例会です。小林さんの車椅子で行く富

士山の計画も可能です。ぜひ多くの方々と共に参加できたらと提案されました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

                 ２４時間テレビに参加して 

小林美彦 

毎年恒例になった、２４時間テレビにハートフル広場（若里公園）で、簡易型着脱式牽引補助装置

JINRIKI を使って、8月 26.27日に参加しました。 

天気に恵まれ、様々な障害を持ちの方、御家族の方がお越しになって、JINRIKI を体験していただ

きました。反応良くこれから多くの方々が使えるようになると思います。両日、岩田 Y、金子さん、後

町さん、に手伝っていただきました。みんなで、揃いのヒンクのポロシャツで目立っていました。 

                       

 



           

                  

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
クラブ会費の振込をお願いします 

ワイズ会費を払うことが、ワイズ活動のボランティア
参加に直結しています 
。今年度前期会費（７月～１２月）１８０００円のお振り込み
をお願いします。（1年分は 36000 円です） 

八十二銀行 昭和通営業部番号 214) 
        普通預金 口座番号 871118 

長野ワイズメンズクラブ会計 
   倉石美津子 

 
 

これからの予定 
 
９月例会 第３水曜日 ２０日 
9 月 30 日（土）富士五湖クラブ 富士山例会 
10 月 18 日（水）例会レストランやま 
10 月 21日（土）あずさ部会（神楽坂） 
10 月 22 日（日）ＪＩＮＲＩＫＩ体験会 イン 鬼無里 
10 月？日 栄村収穫祭特別例会 
 
 

           YMCA だより                    露木淳司 

 今年の夏は、わいわい地球塾 20 本にキャンプ 6 本のプログラムを用意して、子供たちを

迎え、海へ山へ街へと繰り出しました。キャンセル待ちのプログラム続出で、概ね定員通り

集まりました。前半は迷走台風の影響でスカッと晴れる日が少なかったのですが、かえって

暑さに苦しめられなくて良かったのかもしれません。わいわい地球塾一番人気「キッザニア

に行こう」は追加企画を含めて 6回実施。参加総数約 500名のうち 120名がこのプログラム

の参加者となります。昨年の夏から実施していますが、キッザニアオンリーのリピーターだ

った子も、何度か来ているうちに YMCA のファンになって他のプログラムに参加してくれる

ようになります。きっかけは何であれ、ファンが増えて本来の YMCA の願いが広がっていけ

ば、こんなにうれしいことはありません。 

 また、この夏の学童保育では、夏だけ参加する子が増加し、一時登録者数が 100名を超え

ました。 YMCA会館の中だけではみなぎるちびっこパワーは受け止め切れず、夏祭りやソー

メン流しをしたり、プールやアイスクリーム工場に出かけたりと大忙しでした。さらに、こ

の春立ち上げた「きらきら教室」（発達障がい児のための児童デイサービス）も順調に利用

者が増えてきて毎日 5～7 名が滞在するようになりました。こちらもてんやわんやです。個

性豊かな子供だちとハートフルなスタッフたちの熱気あふれる夏の YMCAでした。 

 そして、今年もそれぞれのワイズメン、メネットの皆様に大変お世話になりました。「フ

クロウキャンプ」には甲府、甲府 21、富士五湖の皆様から様々なご支援をいただきました。

甲府 21 の廣瀬健、まさみ夫妻には「もとすこアドベンチャーキャンプ」でインストラクタ

ーとして、富士五湖の望月勉、喜代子夫妻は「富士山がんがんキャンプ」の宿泊地、標高3400m、

本八合目のトモエ館の支配人として、共にカラダを張ってご奉仕いただきました。皆様に支

えられて、無事怪我も事故もなくこの夏を乗り切れたことを心より感謝申し上げます。 

           



 


